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(1)都市拠点の形成
[都市拠点] 商業・業務・交通と文化・行政芯どの

都市機能が集摘する平塚駅周辺と市役所周辺や見

附台周辺を結んだ区域周辺を都市拠点とし、商業

環境の充実や多様芯都市機能の高度主主集積を図り

ます。

【ツインシティ拠点] .JR東海道新幹線新駅ツイン
シティ構想を受け、平塚市北部の新た芯玄関口と

して、環境と共生した新たな拠点の形成を図りま

す。

[緑とのふれあい拠点】 ゆとりとやすらぎを感じる

緑の環境を湘南平や湘南E陵及び総合公固定王どに
充実させ、文化、研究、交流芯どの都市機能と調

和するふれあいの場の整備による地域の個性化を

図ります。

【水辺とのふれあい拠点] 自然資源としての平塚海

岸や相模川などの水辺の空間は、その環境を保全

するとともに、自然とふれあう場として整備を進

め、スポーツやレジャー・レクリ工ーション芯ど多
段四ふれあL糊 l棟以交流を育む都市機能の集積を図ります。

【大学などとの交流拠点]東海大学、神奈川大学な
柑との，川崎直 |どとの連携による学術、文化環境の形成と小田急

大判どとの蹴 |線東海大学前駅に近接する真田・北金目地域の都
糊 l市基盤整備を進め、商業、交流などの都市機能の

集積を図ります。

(2)都市軸の形成
【シンボJレ軸]都市拠点を中心として、南は平塚海
岸の水辺とのふれあい拠点と結び、北へは総合公園

へ至る南北の都市空間とし、景観に配慮した美し

いまちづくりを創造します。

U玄域連携軸】 近隣都市との連携や交流を促進する
ため、道路や鉄道忽どの機能充実を図る広域と連

携する軸を放射状及び東西方向のバランスに配慮し

ネッ トワークを形成します。

平田崎
市
都
市
マ
ス
タ
1

フ
ラ
ン
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

乙
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
お
お
む
ね
二
十
年
後
を
展
望
し
た
将
来
の
平
原
市
の
姿
を

描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
都
市
計
画
の
塁
本
的
な
方
針
を
示
し
、
都
市
づ
く
り
を
総
合

的
、
計
画
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
平
塚
市
の
都
市
計
画
の
指
針
に
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

と
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

りの基本理念

平
塚
の
二
十
年
後
の
将
来
に
向
け
、
住
み
や
す
さ
、
生
活
の
些
か
さ
、

個
性
の
際
立
つ
魅
力
あ
る
都
市
と
す
る
た
め
、
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

を
、
市
民
と
と
も
に
、
H

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へ
H

自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
ぺ
H

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
H

と
し
ま
す
。

りの目標
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平
塚
の
将
来
は
、
都
市
づ
く
り
の
基
本

理
念
を
市
民
と
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

今
ま
で
の
歴
史
と
都
市
の
成
り
立
ち
な

ど
の
経
緯
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
を
次
の
世
代
に
着
実
に
継
承
し
、
ま

た
、
新
た
芯
都
市
を
創
造
す
る
こ
と
を
心

が
け
る
た
め
に
、
市
民
誰
も
が
理
解
し
、

共
鳴
で
き
る
都
市
づ
く
り
の
目
標
を
掲
げ

ま
す
。都
市
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
居
住
環

境
と
防
災
性
の
向
上
を
図
り
、
安
全

で
人
に
や
さ
し
い
都
市
"つ
く
り
を
進

め
ま
す
。

自
然
環
境
と
歴
史
資
源
な
ど
平
塚
固

有
の
資
源
を
活
か
し
、
環
境
と
共
生

す
る
個
性
あ
る
都
市
"つ
く
り
を
進
め

ま
す
。

新
た
な
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、
快
適

で
利
便
性
の
高
い
都
市
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

広
域
連
携
と
交
流
に
よ
り
、
活
気
あ

る
都
市
"つ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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ど
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
貴

重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
新
平
塚
市
総
合
計
画

基
本
計
画
の
改
訂
と
述
動
し
て
、

「個
性
が
花

開
く
、
ふ
れ
あ
い
都
市
・
平
塚
」
を
将
来
都
市

像
と
す
る
平
塚
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

伺

慢

か

際

立

つ

今
後
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
平

磁

力

あ

る

郡

司

つ

く

り

原
市
の
都
市
計
闘
の
指
針
と
し
て
、
市

民
の
持
械
と
と
も
に
都
市
づ
く
り
を
進

み
与
平
去
、
主
持
殺
成
推

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
即位
併
と
ご

協
力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
多
く
の
武
丞
な
ご
意
見
、
ご
提
案

を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
制
度
が
割
泣
き
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

今
ま
で
の
と
か
く
分
か
り
づ
ら

い
と
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
の
展
開
か
ら
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
比
を
反
映
さ
せ
、
本
市
の
特

性
で
あ
る
線
や
水
辺
な
ど
の
向
然
資
源
や
歴
史

資
源
な
ど
を
活
か
し
、
身
近
な
都
市
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
る
に

あ
た
って
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
湖
査
や
市
民
に
よ
る
懇
談
会
な
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都市す~ØJ~弱鋪
。
住
申逼

良
好
芯
都
市
基
盤
を
形
成
し
て
い

る
地
域
は
、
そ
の
居
住
環
境
を
保
全

し、

渋
田
川
以
西
在
ど
は
基
盤
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
低
居
住
宅

地
、
低
中
居
住
宅
地
及
び
周
辺
の
住

宅
地
と
調
和
し
た
都
市
型
集
合
住
宅

地
の
立
地
を
図
り
ま
す
。

。
商
業

・
業
務
地

平
塚
駅
周
辺
、
市
役
所
や
見
附
台

周
辺
は
、
商
業
環
境
の
充
実
や
土
地

の
高
度
利
用
を
促
進
し
、
多
様
な
都

市
機
能
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

幹
線
道
路
の
沿
道
芯
ど
の
近
隣
商

業
地
は
、
商
業
機
能
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、

主
要
な
幹
線
道
路
の
沿

道
な
ど
は
、
新
た
芯
生
活
様
式
に
対

応
し
た
土
地
利
用
の
誘
導
を
図
り
ま

す。。
工
業
・
契

・
流
通
業
語

相
模
川
沿
い
の
工
業
地
は
、
生
産
環

境
の
維
持
強
化
を
図
り
、
周
辺
住
宅

地
の
住
工
混
在
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

湘
南
E
陵
で
の
新
た
芯
産
業
研
究

機
能
の
充
実
や
幹
線
道
路
の
沿
道
で

流
通
業
務
地
の
形
成
を
図
り
ま
す
0

0
集
落
地
・
間
電

・
市
街
化
調
整
区
域
の
優
良
芯
農
地

。地域の魅力づくりの考え方

..JR東海道新幹線新駅ツインシティ構
想を受け、平塚北部の玄関口として

環境と共生した新たな拠点の形成を

図ります

土地利用の方針図
や
集
落
地
は
、
生
産
環
境
の
維
持
や

保
全
を
図
。
、
集
落
地
の
良
好
芯
環

境
を
形
成
を
図
り
ま
す
。

。
緑
地

・
自
然
系
用
地

-
平
塚
海
岸
や
相
模
川
、
金
田
川
水

系
の
水
辺
や
湘
南
E
陵
の
緑
地
は
、

自
然
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

交
通
本
系
の
方
針

。
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

.
東
西
の
幹
線
道
路
や
近
隣
都
市
聞

を
結
ぶ
放
射
状

・
環
状
の
幹
線
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

。
幹
線
道
路
網
の
整
備

-
広
域
交
通
需
要
に
対
応
し
た
首
都

圏
方
面
へ
の
広
域
幹
線
道
路
網
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

・
橋
の
交
通
混
雑
緩
和
や
近
隣
都
市

聞
の
連
絡
を
強
化
す
る
た
め
、
都
市

間
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
推
進
し
ま

す。

-
市
街
地
中
心
部
の
交
通
混
雑
緩
和

や
地
域
閣
の
連
携
強
化
を
図
る
芯
ど

災
害
時
で
も
安
全
な
都
市
内
幹
線
道

路
網
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

。
歩
行
者
空
間
の
整
備

・
歩
行
者
空
間
の
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
芯
ど
生
活
道
路
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

。インター，テzシy

日智樹

交通体系の方針図}と往宰iめi調布g~まさ7
を図るとともに、幹線道路や生活道路

整備を推進し、沿道の賑わいとの調和

いまちづくりを目指します。

。
公
共
交
通
網
の
充
実

・
ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム
の
新
設
、
パ
ス

路
線
の
円
滑
化
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
検
討
な
夫
会
交
通
網
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

。
平
壌
駅
周
辺
の
整
備

-
芝
付
章
悦
先
の
空
関
J

く
り
、
交

通
結
節
点
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
強

化
や
駐
車
-
駐
輪
場
整
備
を
推
進
し

ま
す
。平

塚
海
岸
、
相
模
川
、
金
田
川
水

系
、
湘
南
E
陵
な
ど
の
貴
重
な
自
然

や
緑
を
守
り
、
新
た
な
公
固
な
ど
の

公
共
緑
地
を
創
り
、
身
近
芯
緑
を
宵

て
る
努
力
に
よ
り
、
自
然
環
境
や
豊

か
な
緑
と
共
生
で
き
る
環
境
に
や
さ

し
い
都
市
つ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

。
、
市
民
意
識
の
高
揚
に
よ
る
市
民

と
の
協
働
の
都
市
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。既

成
市
街
地
や
そ
の
周
辺
の
市
街

地
の
防
災
環
境
の
改
善
や
都
市
基
盤

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
工
業

地
周
辺
の
防
災
環
境
の
改
善
に
努
め

ま
す
。災
害
発
生
時
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
避
難
随
設
の
整
備
や
緑
地
芯

ど
の
オ
ー
ブ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
保
全
に

努
め
ま
す
。

海
、
川
、

E
陵
な
ど
の
自
然
景
観

や
旧
事
選
な
ど
の
歴
史
的
空
間
は
、

貴
重
な
財
産
と
し
て
保
全
し
、
中
心

商
業
地
を
取
り
巻
く
市
街
地
は
、
都

市
の
シ
ン
ボ
ル
性
を
創
出
す
る
空
間

と
し
て
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
潤
い

の
あ
る
美
し
い
街
並
み
の
形
成
を
図

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

の
た
め
、
河
川
整
備
や
下
水
道
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
需
要

に
応
じ
た
と
み
処
理
施
設
や
火
葬
場

芯
ど
の
都
市
施
設
の
環
境
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
と
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す。

。
都
市
計
画
の
こ
れ
か
ら

・都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、

市
民
の
理
解
や
計
画
の
熟
度
を
踏
ま

え
て
都
市
計
画
の
決
定

・
変
更
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
別
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
市
民
へ
の
理
解
浸
透
に

努
め
、
地
域
に
密
着
し
た
地
区
計
画

制
度
芯
ど
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
決
定
し
て
い
る
道
路
や

公
固
な
ど
は
、
財
政
的
芯
検
討
を
踏

ま
え
た
段
階
的
な
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
県
道
や
河
川
の
整
備

は、

事
業
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

。
協
働
に
よ
る
ま
ち
"
つ
く
り

・
地
域
ご
と
の
地
匡
計
画
の
検
討
芯

ど
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
、
市
民
、
企
業
、

行
政
が
お
互
い
に
協
力
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
と
都
市
計
画
や
ま
ち
づ

く
り
の
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

。
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進

・
都
市
マ
ス
タ
ー
フ
ラ
ン
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
が
計
画
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
、

菌
室

雇

理

や

体

製

橋

に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
の

変
化
な
ど
に
よ
る
見
直
し
を
市
民
の

意
向
を
把
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覇軍盛護協義樹:〈りの方針
ョa緩霊~w-æ@震援と
毛主ゆとりあ19m住環境が形成合れるまさ
緑豊かで優良な農地を保全しつつ、水辺との親しみがもてる快適でゆとり
ある居住環境の形成と生活利便性の向上に配慮したまちづくりを目指します。

0土地利用の基本的な考え方 O地域の魅力づくりの考え方
・緑豊かな田園環境の保全と調和によ ・県農業試験場の跡地は、市民の手に

る良好忽居住環境の形成を図ります よる花と緑の森、 レクリエーション
の場や地域の防災機能の向上のため、

その有効活用を促進します

動植物の生息が見られる鈴)11、大根
川、板戸川の三川合流地点は、 川と

田園のピオトーブを活かした緑地空

間の形成を図ります

え
る
調
た
の
し
す

と
腐
ま

。地域の魅力づくりの考え方

-東海大学や神奈川大学との交流や地

域の歴史や文化の活用による、生活

に密着した公共性と商業性を兼ね合

わせた複合的なエ リアを真由、北金

目地区に形成します

ー居留取山周辺かう西へ連なる湘南丘陵

の豊かは緑と自然環境を活用した親

しみとうるおいのある新たな交流を

育む拠点を形成します

。交通体系の基本的な考え方

-東西の地域間交通に対応した幹線道

路の整備やパス路線の充実を促進し

ます

C醇考え:
.;盈アク'

のスムー

網
Fす 摂l

関l

¥ 
¥ 

。交通体系の基本的な考え方
-地域の発展を支えるために都市間交

通の骨格となる(仮)湘南丘隈幹線忽

どの幹線道路網の整備を推進します

選

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

。土地利用の基本的な考え方

-比較的多く残っている宅地化

痩地の計画的な宅地化による

良好な居住環境の形成を図る

とともに、 地域に密着した多

様芯都市機能の集積を図りま

す

環境の充実を図るとともに、恵まれた自然環境を身近に感じる

ことのできる居住環境を形成したまちづくりを目指します。

凡例

仁コ住居系市街地

医ヨ商業・業務系市街地

G 近隣商業地
-沿道系市街地

問工業 産業系市街地
集落地・農地

国国大規模公園

国国緑地・自然系土地利用地

じコ大規模公共・公益施設

ーー自動車専用道路

巨司 自動車専用道路(未整備)

Eヨ幹線道路εヨ幹線道路(来整備・4構想)
巨 ヨ補助幹線道路

Eヨ補助幹線道路(未舗・穂備)
③ 地区公園(計画)

. 近隣公園

⑩近隣公園(計画)

代
。交通体系の基本的恕考え方

ー地域の発展を支えるために都

市間交通の骨格となる湘南新

道などの幹線道路網の整備を

推進します

。地域の魅力づく りの考え方

高麗山かう湘南平の緑や斜面

緑地が醸 し出す自然景観を保

全 し、 身近にうるおいの感じ

られる市街地環境を形成しま

す

。土地利用の基本的忽考え方
-住居系、商業系、工業系、それ

ぞれの土地利用の純化を図る

とともに、平塚車問司辺における

土地の高度利用を促進 します

0交活体系の基本的な考え方
-平塚駅 における交通結節機能

の充実や駐車駐輪場の整備

を図るとともに、 平塚の顔と

して魅力ある広場整備を推進

します
。地域の魅力づく りの考え方

平塚駅を中心とした商業、業

務、交通などの都市機能と文

化 行政施設の集積する市役

所や見附台周辺は、賑わいの

ある魅力と活気が感 じうれる

都市空間づくりを進めます

ー旧東海道である東海道本通り

周辺は、歴史を感じさせる街

並みづくりを推進します。

-相模川河川敷周辺の有効利用

を図り、市民が憩えるスポー

ツ広場芯どの整備や緑化の推

進による広域的なレクリエー

シヨン拠点づくりを図ります

。土地利用の基本的な考え方

-住宅地の良好な居住環境の維

持保全を図ります

-地域商1苫街の買い物環境の向
上を図るとともに平塚駅周辺

の商業機能の集積を図ります。

0窃 車体系の纂本的芯考え方
-東西の広域的な交通需要に対

応するため、新湘南国道芯ど

の整備を促進します
-南口広場は、 駐輪場や駐車場

の整備を検討し、海へのネッ

トワークにふさわしい広場整

備を推進します。

。地域の魅力づく りの考え方
-南口広場力、ら平塚海岸へとつ

芯がる空間は、松の緑を活か

した街宣主みや水辺のイメージ

を街に取り込む主主ど魅力ある
都市空聞を創造します

-ピーチjてークかう新港周辺は、

漁港の多目的利用や連続した

総合的芯整備を推進し、広域

的なレクリエーション拠点づ

くりを図ります

国Z万m必万を湯綾子ðtø~多vtJ/JflJ'I!lg-ø~5 
~司 洛ち着いた居住環境の維持や平塚海岸の自然の保全に努め、ピーチjてーク

~eヨから新港周辺の水辺の賑わいや緑豊か花王環境を身近に感じられるまちづくり
・・ーを目指します。

海へ轟く南口広喝の墜錨

生活道路の整儲による
居住環境の向上

... ¥ -、五 i
-1 ¥ 世， L河口のピオトプ

基盤艶惜による居住環境の向上

都市マスタ一フランの問い合わせは、都市計画課計画担当へ TEL23・1111内線428・429
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緑の基本計画は、平成6年の都市緑地保全法の一部改正を受け、市町村

において「緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」として定めるこ

とになったものです。

平憲市の目指す都市の姿であるfきらめく海、緑のE、創造とうるおい

の湘南の都市ひらつかJに向け、海、川、 E陵、田園などの恵まれた自然
環境と市街地内の緑地や緑化について、総合的かつ計画的に保全、整備、

創出するための指針として、21世紀におけるゆとりと豊かさの実感できる都

市環境づくりを目的に、都市マスタープランの「自然と緑の方針Jを受けて

「平場市緑の基本計画』を策定しました。

基本理念をもとに、緑の将来像を実現するため、平塚

市の特性をいかした計画の基本方針を掲げます。

快適芯都市を目指し、海と川とE陵、田園
の緑を効果的に街に取り込みます。

活気ある都市を目指し、湘南の中核都市に

ふさわしい街の性格を明確に示す緑地を配

置します。

針
住みやすい都市を目指し、うるおいと温も

りを感じる緑地を配置します。

魅力ある都市を目指し、ウォーターレクリ

エーションを展開するために海(相模湾)と

J 11 (相模川など)の交差点の特性を活かした
緑地を配置 します。

安全な都市を目指し、地震や災害時に効果

を発揮する緑の回廊の形成を図ります。

美 しい都市を目指し、風土と調和した緑の

保全と街を彩る花と緑を配置 します。

-都市基幹公園等の充実
平塚市総合公園の充実を図るとともに、
レクリ工ーシヨン機能等を備えた場の
整備や1000年の森づくりなどを推進
し、市民ニーズに対応します。 -緑の骨格の形成

平塚市の自然を形づくる海、河川、
E陵、田園の緑を保全笠備し、緑
の骨格を形成します。

緑の基本計画の問い合わせは、
みどり公園課花とみどりのまちづくり担当へ
TEL 23-1111内線:425・591

『緑の基本計画J
基

平塚市のシンボんである湘南の海、豊か芯相模川の流れ、緑の湘南

E陵、のどかな田園などを保全するとともに、平野部芯どの市街地で

は、公園、緑地及び緑道等の公共緑地と民間施設の緑化により新た芯

緑地の積極的芯創出を図。、将来にわたり花と緑豊かな環境を形成す

るため、「平塚市緑の基本計画Jの基本理念を次のように定めます。

然の【守る

創る緑】 i【育てる
とが一体となる
なまちづくりを進め
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都市公園のほか農地や樹林地を保全し、 河川や緑地を維持することにより、市

域の約36%の緑を保全 ・確保することを目標とします。

都市公園の面積は、身近な公園や緑地の整備と総合公固などの大規模な公園

の整備などにより、市民一人当たり約14併を目標とするほか、公園内や公共公益

施設芯どでの植樹を進め、樹木本数を市民一人 1本を目標に緑化を推進します。
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